
 

 
総合企画部 広報室 

〒750-8603 下関市竹崎町４丁目２番３６号 
https://www.ymfg.co.jp 
 

 
 
 

 

２０２２年４月１日 

各 位 

 

株式会社 山口フィナンシャルグループ 

 

サステナビリティ経営推進体制の構築および 

気候関連財務情報開示タスクフォース（ＴＣＦＤ）提言への賛同・ 

ＴＣＦＤコンソーシアムへの参画について 

 

山口フィナンシャルグループ（代表取締役社長ＣＥＯ 椋梨 敬介）は、事業基盤である環境・社会の持続

可能性向上に貢献することで、当社グループ事業の持続的成長を図るサステナビリティ経営の推進を加速す

るため、「サステナビリティ推進委員会」を設置しました。 

また、当社グループでは、「大気汚染・気候変動への対応」をマテリアリティの一つとして特定しており、

この取り組みの一環として、気候関連財務情報開示タスクフォース（以下ＴＣＦＤ ※１）提言に賛同し、

賛同企業が議論する場であるＴＣＦＤコンソーシアム（※２）に参画しましたので下記のとおりお知らせし

ます。 

 

記 

 

１. サステナビリティ経営推進体制の構築について 

山口フィナンシャルグループは、２０２１年１２月に「グループサステナビリティ方針」を策定し、持続

可能な環境・社会の実現に向けた取り組みを推進しています。このたび、グループ各社・各部署横断的に審

議する機関として代表取締役社長ＣＥＯを委員長とする「サステナビリティ推進委員会」を設置し、また委

員会の下に「分野別ワーキンググループ」を設置することで、サステナビリティ経営の推進をより一層強化

してまいります。 

今後は、本委員会をサステナビリティ経営推進の基軸とし、グループ一体となって持続可能な環境・社会

の実現に向けた取り組みを加速してまいります。 

 

＜体制図＞ 
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２. ＴＣＦＤ提言への賛同・ＴＣＦＤコンソーシアムへの参画について 

山口フィナンシャルグループは、気候変動の情報開示フレームワークを提言するＴＣＦＤ提言に賛同し、

賛同企業が議論する場であるＴＣＦＤコンソーシアムに参画しました。今後は、気候変動への取り組みを更

に加速させ、ＴＣＦＤ提言に基づく情報開示を積極的に進めてまいります。 

 

※１ ＴＣＦＤについて 

ＴＣＦＤはＴａｓｋ Ｆｏｒｃｅ ｏｎ Ｃｌｉｍａｔｅ-ｒｅｌａｔｅｄ Ｆｉｎａｎｃｉａｌ Ｄｉｓｃ

ｌｏｓｕｒｅｓの略で、Ｇ２０からの要請を受け、金融安定理事会（ＦＳＢ）が２０１５年に設立。気候変

動によるリスクおよび機会が経営に与える財務的影響を評価し、「ガバナンス」「戦略」「リスク管理」「指

標と目標」について開示することを推奨しています。 

 

 

 

 

 

※２ ＴＣＦＤコンソーシアムについて 

ＴＣＦＤ提言に賛同する企業や金融機関等が２０１９年に設立。効果的な情報開示や、開示された情報を

金融機関等の適切な投資判断に繋げるための取り組みについて議論しています。 
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